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本報告書は、高年齢者の多様な就業ニーズに対応する就業機会の拡大を進めるため、「平成24年

度高年齢者就業形態開発支援事業」として、企業が高年齢者の意欲や能力を活用した新たな就業形

態を導入するための検討から試行の経緯を報告書として取りまとめたものです。 

少子高齢化が進み、超高齢社会となった現在、わが国の経済社会が今後も発展していくためには、

高年齢者の高い就労意欲を発揮する場を広げ、65歳までの希望者全員の雇用確保、70歳まで働ける

企業の実現、さらには年齢にかかわりなく働ける社会の実現に向けて環境整備を早急に進めていく

必要があります。このため、平成25年４月から、継続雇用制度の対象者を選別する基準の廃止を盛

り込んだ改正高年齢者雇用安定法が施行されました。 

一方で、働く側の高年齢者においては、加齢に伴い健康、体力面で個人差が拡大するなど就業ニ

ーズが多様化することもあり、多様な就業形態の導入の必要性も高まってきます。 

 当冊子の高年齢者の多様な就業ニーズに対応する就業形態開発の具体例を、各企業等関係各位が

高年齢者雇用を進める上で、有効にご活用いただければ幸いです。 

 ここに、ご協力いただいた企業関係者ならびに執筆いただいた専門家等関係者の皆様、本事業の

運営にご協力いただいた高年齢者ワークシェアリング推進委員会委員各位に心から感謝申し上げま

す。 
 

 平成25年８月 

 
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

雇用推進・研究担当理事  清川 啓三 
 

－ 1－



 

 

�  � 
 
１ 都心運送株式会社 ------------------------------------------------------------------------- p.5 

『運送業におけるエイジフリーの実現と労働条件決定システムの構築』 

 （福岡県／一般貨物輸送／流通店舗への商品配送、郵便貨物の輸送） 

 
 
 
 
 
２ 東豊観光株式会社 ------------------------------------------------------------------------ p.41 

『高齢乗務員の体力とニーズに対応したフレキシブル勤務制度の導入』 

 （大阪府／一般貸切旅客自動車運送事業／貸切観光バスによる旅客運送事業） 

 

 

 

 

 

３ 株式会社お佛壇のやまき ------------------------------------------------------------------ p.58 

『高齢者スポット勤務試行のなかでみえてきたもの』 

 （静岡県／小売業／仏壇・仏具・墓石の小売販売） 

 

 

 

 

 

４ 有限会社さくらい ------------------------------------------------------------------------ p.88 

『初めての高年齢者短時間勤務の取り組み』 

 （富山県／介護事業／通所介護（デイサービス）、認知症対応型通所介護（認知症デイ）、認知症対応

型共同生活介護（グループホーム）） 

 

 

 

 

 

５ 医療法人社団永生会 --------------------------------------------------------------------- p.115 

『ベテランナースの豊富な経験とノウハウを活かせる第３の就業形態の導入』 

 （東京都／医療、福祉業／一般病院、介護老人保健施設、訪問介護、居宅介護支援 他） 

 

 

 
 
 
６ 株式会社日本電工 ----------------------------------------------------------------------- p.140 

『高齢者向け多様な働き方』 

 （大阪府／設備工事業／引越しに伴う家電製品の移設工事、電気設備空調の設計施工、電化製品・空調

機器の販売及び工事） 

 

 

 
 
 
■ 参考------------------------------------------------------------------------------------- p.155 

概
要 

本人の希望により選択できる短時間・短日数・スポット勤務を導入するとともに、高齢ドライバ

ーが長年培った経験等を活用した新たな職域として、教育担当部門を確立した。 

概
要 
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要 
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要 

概
要 

概
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高齢者が自身の体力や、経済状況など、それぞれのニーズに合わせてフレキシブルに選択できる

就業形態を策定した。併せて、貸切観光バスの運転業務に長年携わった高齢ドライバーの知識や

経験を活用した、新たな職域の可能性を検討した。

繁忙期の接客や従業員の休憩時間確保のため、高齢者のスポット勤務を導入した。さらに、多様

な形態で働く従業員間に不公平感を生まない人事評価や報酬の仕組みを導入することで、安心し

て働ける職場環境を整備した。

高齢者の多様な就業ニーズに応えるため、介護施設における業務を切り出し、スポット勤務や、

短時間勤務及び短日勤務を前提とした夜勤勤務を導入することで、高齢者の体力や家庭環境に応

じて働ける就業形態を確立した。

経験豊かなベテラン看護師の新たな働き方として、受付窓口での急患もしくは予約外患者への対

応を行うシニア・コンシェルジュナースを検討。患者の満足度向上と医師の負担軽減を可能とし

た職域を開発した。 

社内高齢者の定年後の働き方の一つとして、在宅勤務制度を構築。同時に、他社定年退職者も含

めた高齢者が活躍できる、職域拡大の可能性を検討した。 
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